交通事故や第三者の行為が原因でケガをされた患者様へ

交通事故でケガをしたときも、健康保険が使えます。ただ、普通の病気のように病院に健康保険証を出すだけではなく、保険者に所定の届出が必要になります。
第三者（加害者）は人に損害を与えた場合に、その治療費を負担する義務があり、被害者は加害者に対し損害賠償を請求する権利があります。

被害者が第三者から受けたケガ、病気について健康保険を使い治療を受けた場合には、保険者はその費用を第三者（加害者）に請求することになります。

＜届出に必要とされる添付書類＞
届出に必要とされる添付書類は次のとおりです。

なお、事故の内容や保険者によっては多少異なる場合がありますので、事前に確認をしてください。

	1
	交通事故証明書（自動車安全運転センター発行の原本）

	2
	自賠責保険証明書（加害者の車）の写し

	3
	示談が成立しているときは、その示談書の写し

	4
	事故発生状況報告書

	5
	念書（被害者用・加害者用）

	6
	その他参考となる書類


交通事故の場合は1～6、それ以外は3～6の書類を添付することになっています。なお、4と5の用紙は届書と一緒になっています。
添付書類は保険者によって多少異なる場合がありますので、事前に電話等で確認をしてください。
